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1.1 前提となるプロセス・意見募集の目的

1.2 意見とりまとめの考え方

1.3 意見とりまとめにおける留意点

１．意見募集の目的・考え方
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出所）第1回次世代交通ビジョンおきなわ（仮称）策定に関する有識者会議【資料2】検討の進め方（案） に加筆

ビジョン検討プロセスにおける、「ステップ0 検討の進め方」及び、「ステップ1 現状と課題を踏ま

えた沖縄が目指す未来像」について県民から意見を募集した。

1.1 前提となるプロセス・意見募集の目的

１．意見募集の目的・考え方

今回の対象



5

主張・要望ではなく、その背後にある理由（関心事、懸念など）に着目して整理し、いただいた意見

を沖縄県としてどのように受け取ったかを意見要旨として示す。

同じ趣旨の意見は同じ意見要旨として集約し、意見数の多募ではなく、少数であっても異なる意見

は別の意見要旨として整理する。

1.2 意見とりまとめの考え方

１．意見募集の目的・考え方

主
張

モノレールを
延伸して！

バス路線を
増やして！

高速道路を
増やして！

バスは定時性
が低いから

理
由

今後
高齢者の足が

必要になるから

交通量が多く
事故のリスクが

大きいから

予算制約などから
すべての要望を
叶えることは

できない

ニーズを満たす
新たな交通体系が

検討できる
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意見とりまとめの解釈には以下の点に留意が必要であり、来年度のコミュニケーション活動におい

て、より広く、より深い意見を聴いていく必要がある。

1.3 意見とりまとめにおける留意点

１．意見募集の目的・考え方

寄せられた意見に偏りがある可能性がある1

ランダムサンプリングによるものではなく、基本的に関心を持った人のみが対象

意見を集められなかった地域も存在

今後、ヒアリングの開催やコミュニケーション活動の拡大を通じ、意見を補完する

多くの意見が表層的な意見に限られる2

特にアンケートは双方向のコミュニケーションではなく、意見の深掘りができていない

議論によって生み出された意見ではなく、個人の考えを束ねたに過ぎない

来年度に、ワークショップでの議論を実施しながらビジョンを具体化する
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2.1 意見募集の概要

2.2 オープンハウスの開催

2.3 意見投稿フォームの設置

2.4 こどもモニターへの意見募集

２．意見募集実施内容



8

下表に示す3つの手法を用いて意見募集を実施した。

2.1 意見募集の概要

２．意見募集実施内容

実施期間実施の様子概要対象方法

2025年１１月１４日～
2025年１２月23日

商業施設等11か所に各1,2日間パネル
を設置するとともに職員が常駐し、県民
に説明するとともに意見を聴取

県民オープンハウス
(パネル展併用)

2025年11月14日～
２０２６年1月15日

特設ホームページに意見投稿フォームを
設置し、オンラインで意見を募集

県民意見投稿フォーム

2025年12月18日～
２０２６年1月15日

「沖縄県こども・若者モニター事業」にお
いて募集したこども・若者モニターに対
して、アンケートを実施

こども・若者こども・若者モニター



9

2025年１１月１４日～2025年１２月23日にかけて、オープンハウスを計11箇所で実施した。

2.2 オープンハウスの開催 ①開催場所・スケジュール

２．意見募集実施内容

会場 （所在地）
オープンハウス
展示期間

サンエー西原シティ
(中頭郡西原町嘉手苅１３０)

11/14（金）～
11/15（土）

①

サンエー那覇メインプレイス
(那覇市おもろまち４丁目４−９)

11/21(金)～
11/22（土）

②

てだこ浦西駅（ゆいレール）
(浦添市前田3丁目22)

11/26（水）③

カフーナ旭橋A街区（バスターミナル）２階カフーナプラザ
（那覇市泉崎1丁目20-1）

11/27（木）④

イオン具志川店
（うるま市前原 幸崎原３０３番地）

12/5(金)～
12/6（土）

⑤

イオン名護店
（名護市字名護見取川原4472）

12/11（木）、
12/12（金）

⑥

イオン南風原店
（島尻郡南風原町宮平２６４）

12/12(金)～
12/13（土）

⑦

マックスバリュ宮古西里店
（宮古島市平良西里１２９０）

12/19(金)～
12/20（土）

⑧

石垣市役所 1階EV1号機ホール
（石垣市真栄里672）

12/19（金）⑨

まちなか交流館ゆんたく家
（石垣市大川203）

12/20（土）⑩

泊ふ頭旅客ターミナル「とまりん」
（那覇市前島３丁目２５−１）

12/22（月）～
12/23（火）

⑪

◆ オープンハウス実施スケジュール・開催会場

沖縄本島

宮古・八重山

オープンハウス会場

凡例
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2.2 オープンハウスの開催 ②パネル

２．意見募集実施内容
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オープンハウスでは延べ1536名にチラシを配布するとともに、希望者（608名）には缶バッチを

配布し、計530人から意見を聴取した。

2.2 オープンハウスの開催 ③開催の様子・来訪者数

２．意見募集実施内容

◆ 意見記録の回収数、チラシ及び缶バッチの配布数◆ オープンハウス実施状況

意見記録

回収数 配布数 配布数

2025/11/14 42 212 24

2025/11/15 41 112 49

2025/11/21 43 46 79

2025/11/22 46 33 108

てだこ浦西駅 2025/11/26 8 525 10

カフーナ旭橋 2025/11/27 21 38 19

2025/12/5 25 41 25

2025/12/6 37 77 36

2025/12/11 27 15 23

2025/12/12 24 10 21

2025/12/12 51 55 64

2025/12/13 52 57 42

2025/12/19 28 120 25

2025/12/20 22 130 32

石垣市役所 2025/12/19 24 24 28

まちなか交流館ゆんたく家 2025/12/20 8 10 9

2025/12/22 19 14 12

2025/12/23 12 17 2

合計 530 1536 608

サンエー那覇メインプレイス

泊ふ頭旅客ターミナル「とまりん」

マックスバリュ宮古西里店

イオン南風原店

イオン名護店

イオン具志川店

チラシ 缶バッチ
場所 日付

サンエー西原シティ
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2025年11月14日～２０２６年1月15日にかけて、特設ホームページに意見投稿フォームを設置

した。

2.3 意見投稿フォームの設置（1/4）

２．意見募集実施内容
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2.3 意見投稿フォームの設置（2/4）

２．意見募集実施内容
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2.3 意見投稿フォームの設置（3/4）

２．意見募集実施内容
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2.3 意見投稿フォームの設置（4/4）

２．意見募集実施内容
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沖縄県庁,  沖縄県こども・若者モニター事業,  ht tps : / /www.pref .okinawa . jp/kyo iku/kosodate/1008254/1036197/1036198.html ,  ２０２６年１月２３日閲覧

2025年12月18日～２０２６年1月15日にかけて、 180名が登録されている「こども・若者モニ

ター」に対してアンケートを実施した。

設問は、意見投稿フォームから表現を平易にするとともに、設問数を限定した。

2.4 こども・若者モニターへの意見募集

２．意見募集実施内容

１．以下のア～エの条件のすべてに該当する方ならどなたでも対象
ア 以下のいずれかの区分に該当する方
（1） 小学生
（2） 中学生
（3） 高校生年代（令和8年3月末時点の年齢が16歳〜18歳）
（4） 大学生年代～20代の方（令和8年3月末時点の年齢が19歳～29歳）
イ 沖縄県在住の方
ウ 自分で（又は保護者の補助を受けて）日本語でWEB閲覧やメール利用ができる方
エ 自ら主体的に参加する意思のある方

2.募集人数 100名
3.募集期間 令和7年8月22日から10月31日まで
4.応募方法 沖縄県「こども・若者モニター募集」専用サイトの応募フォームに必要事項を
入力の上、応募ください。

募集
概要

1.活動内容 県政に関するWEBアンケートへの回答
2.モニター任期 モニター決定の連絡をした日から令和8年3月31日まで

活動
内容

こども・若者モニターの概要（募集時点）
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3.1 寄せられた意見の数

3.2 意見を寄せた方の属性

3.3 選択式設問の集計結果

3.4 自由記述のとりまとめ結果（別紙参照）

【参考】離島住民やこども・若者、女性からの意見

３．意見募集結果
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合計1,132件の意見が寄せられ、オープンハウスとWebフォームで概ね半数ずつを占める。

3.1 寄せられた意見の数

３．意見募集結果
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女性と男性の意見は、概ね半数ずつ。

年齢別では、30歳未満、３０代、４０代がそれぞれ約20％と、若い世代・現役世代も参加した。

職業別では、会社員・公務員の合計で約半数を占める。

3.2 意見を寄せた方の属性 ①性別・年齢・職業

３．意見募集結果

性別 年齢 職業

※職業は、こどもモニターは設問対象外

男性, 519件, 

46%
女性, 557件, 

49%

その他, 10件, 

1%

無回答, 46件, 

4%

(N=1,132)

会社員, 362件, 

33%

公務員, 221件, 

20%自営業, 43件, 

4%

学生, 62件, 

6%

主婦・主夫, 65件, 

6%

その他, 211件, 

19%

無回答, 133件, 

12%

(N=1,097)

こどもモニター, 

35件, 3%

20歳未満, 

55件, 5%

20代, 95件, 

8%

30代, 210件, 

18%

40代, 258件, 

23%

50代, 188件, 

17%

60代, 145件, 

13%

70歳以上, 116件, 

10%

無回答, 30件, 

3%

(N=1,132)
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沖縄県, 993件, 

88%

その他, 36件, 

3%

無回答, 103件, 

9%

(N=1,132)

沖縄県居住者が8割を占め、地方部からも意見がある一方、オープンハウスを開催していない離島

は件数が限られる。

3.2 意見を寄せた方の属性 ②居住地

３．意見募集結果

八重山郡宮古郡島尻郡中頭郡国頭郡市郡

件数市区町村件数市区町村件数市区町村件数市区町村件数市区町村件数市区町村

1竹富町０多良間村26与那原町2読谷村2国頭村293那覇市

0与那国町24南風原町3嘉手納町1大宜味村50宜野湾市

0久米島町7北谷町1東村28石垣市

2渡嘉敷村6北中城村5今帰仁村52浦添市

1座間味村14中城村2本部町54名護市

0粟国村48西原町1恩納村20糸満市

0渡名喜村0宜野座村31沖縄市

0南大東村3金武町38豊見城市

0北大東村0伊江村46うるま市

0伊平屋村54宮古島市

0伊是名村23南城市

22八重瀬町

1合計0合計75合計80合計15合計689合計

居住地（都道府県）

居住地（市町村）
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バス・モノレールの利用頻度は、月１回未満が約４０％を占めるが、週4回以上の利用も25%を占

める。

自家用車・バイクの利用頻度は、週４回以上が約６０％を占める。

3.2 意見を寄せた方の属性 ③交通手段の利用頻度

３．意見募集結果

バス・モノレールの利用頻度 自家用車・バイクの利用頻度

週4回以上, 

284件, 25%

週1回以上, 87件, 

8%

月1回以上, 141件, 

12%

月1回未満, 

410件, 36%

無回答, 210件, 

19%

(N=1,132)
週4回以上, 

667件, 59%

週1回以上, 171件, 

15%

月1回以上, 27件, 

2%

月1回未満, 118件, 

11%

無回答, 149件, 

13%

(N=1,132)
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これまでの施策の貢献については、 3割以上が移動の際の速達性や定時性が向上したと回答した。

課題については、半数以上が渋滞による時間損失や経済影響、公共交通サービス低下を選択し、そ

の原因として自動車依存を選択した他、こども・若者モニターは半数以上が事故リスクを選択した。

3.3 選択式設問の集計結果 ①交通施策の貢献・交通課題

３．意見募集結果

こ
ど
も
・
若
者
モ
ニ
タ
ー

51%

54%

20%

49%

65%

31%

0%

6%

0% 50% 100%

事故のリスク

渋滞よる移動時間の増加

物流の定時性・効率性低下

公共交通の利便性低下

自動車維持費の増加【中学生以上のみ対象】

排気ガス等の環境影響

［特に困っていることはない］

その他

１．どこかに行くときに困っていることについて(N=35)

35%

33%

26%

21%

13%

6%

26%

16%

0% 50% 100%

目的地まではやく到着できるようになった

時間通りに移動できるようになった

移動の際のストレスが減少した

買い物やお出かけの行き先の選択肢が増えた

居住地の選択の幅が増えた

経済が豊かになった

［特に生活の変化はなかった］

その他

１．これまでの交通の貢献について(N=567)

59%

55%

53%

16%

46%

27%

28%

2%

14%

0% 50% 100%

渋滞による旅行速度の低下

渋滞による企業活動や働き方の効率性への影響

公共交通のサービス低下

今後の公共交通沿線人口の減少

自動車分担率の高さや自動車維持費の高さ

交通事故の増加傾向

二酸化炭素排出量の多さなど、地球環境への影響

［特に不便や不安はない］

その他

２．(1) 移動する際の不便・不安について(N=567)

51%

63%

25%

9%

45%

2%

15%

0% 50% 100%

自動車交通の特定の道路への集中

生活における自動車への依存

駐車場の不足

居住地の広がり・分散

公共交通利用者数の減少、運転手の高齢化

［(1)で「特に不便や不安はない」を選択した］

その他

２．(2) 不便・不安の原因について(N=567)
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約8割が高齢者等の移動手段の減少を交通課題の将来影響として回答し、こども・若者モニターか

らはこの他に、約6割が交通インフラの老朽化やオーバーツーリズムの観点も回答した。

社会情勢の変化は、6割以上が人口減少・高齢化、エネルギー価格高騰を選択した。

3.3 選択式設問の集計結果 ②将来・社会情勢

３．意見募集結果
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46%

40%

49%

26%

66%

34%

30%

57%

0%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

公共交通減少による移動可能性の低下

高齢者など、移動困難者の増加

歩かないことによる健康の悪化

地球環境や自然環境の破壊

移動コストの増加による移動への抵抗感の増加

渋滞等による労働効率の低下【中学生以上のみ対象】

交通インフラの老朽化の進展

若い世代の県外流出

県内観光業の衰退【中学生以上のみ対象】

観光客激増に伴う交通のマヒ

［特に影響はないと思う］

その他

２．沖縄の将来について(N=35)

77%

31%

44%

30%

23%

2%

10%

0% 50% 100%

高齢者など、クルマで移動ができない人の移動手段

の減少

環境への負担の増加

経済活動の阻害、所得の減少

若者や生産年齢層の県外流出、高齢化

県内の観光業の縮小

［特に影響はないと思う］

その他

３．沖縄の将来について(N=567)

65%

43%

43%

34%

65%

44%

8%

0% 50% 100%

急激な人口の減少や高齢化

インバウンド観光の急増

デジタル化・モビリティ技術の進展（自動運転など）

基地返還や都市開発に伴う人口の急増と地価の高

騰

燃料価格や電気料金の高騰

地球温暖化による気候変動・海面上昇

その他

４．起こり得る社会情勢の変化について(N=567)
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いずれの項目も回答割合が半数を超え、特に「安全・安心」が86%と最も高い。

※特設HPの意見投稿フォームでは自由記述のみ

3.3 選択式設問の集計結果 ③大切なこと-こどもモニター-

３．意見募集結果

こ
ど
も
・
若
者
モ
ニ
タ
ー

77%

63%

66%

57%

60%

60%

86%

63%

0%

6%

0% 50% 100%

家族と遊びに行ったり、買い物に行ったりすること

学校に行って、勉強したり、友達と過ごすこと

休みの日に友達といろいろな場所に遊びに行くこと

スポーツや習い事などに自由に行けること

図書館や博物館などで新しいことを知ること

自然にふれあうこと

事故なく、安全・安心に生きられること

健康で、長生きすること

［特に影響はないと思う］

その他

３．将来の沖縄で大切にしたいことについて(N=35)
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自由記述の回答内容を関心事、懸念などに着目して整理し、沖縄県としてどのように受け取ったか

を意見要旨としてとりまとめた。（別紙参照）

3.4 自由記述のとりまとめ結果 ①意見要旨

３．意見募集結果
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個人属性、主な移動手段、地域別に、各意見要旨に該当する意見の有無を整理した

個人属性（性別・年齢）及び主な移動手段については、属性に寄らず、多様な意見が出された

地域別に見ると、貢献については中部・北部・離島では出されなかった意見がある一方、課題につい

ては多くが県全域で意見があった

3.4 自由記述のとりまとめ結果 ②属性別意見有無（1/8）

３．意見募集結果

居住地主な移動手段個人属性
意見要旨小分類中分類大分類

離島
本島
北部

本島
中部

本島
南部

自家
用車

公共
交通

こども
若者

女性

○○○○○○○○これまでの交通施策により、速達性が向上した交通環境改
善

交通施策
の貢献

交通の
現状 ○○○○○○○○これまでの交通施策により、定時性が向上した

○○○○○○○これまでの交通施策により、交通環境が向上し、移動時の心理的な負担
が減少した

○○○○○○○○これまでの交通施策により、行きたい場所、行きたい時間に出かけられ
るようになった

○○○これまでの交通施策により、様々な場所に住めるようになった
○○○○○○これまでの交通施策により、経済が豊かになった

○○○○○○これまでの交通施策により、公共交通が使えるようになり、移動中の時間
を有効活用できるようになった

○ノンステップバスの普及などにより、車いすで出かけやすくなった
○○○○○○バスナビ等により、公共交通の分かりやすさが向上した

○○○○○○○○効果のある施策が展開されておらず、特にこれまでの交通施策のメリット
は感じていない

改善なし等

○○○○○○○○都市部や観光地を除いて、これまでの交通施策のメリットは感じていな
い

○○○○○○○○これまでの交通施策により、交通事情は改善してきているが、更なる改善
が必要

○オンラインのサービスなどが充実しているが、システムを使いこなすのが
難しい

※ 「主な移動手段」は「週4回以上」と回答した移動手段
※ 属性の回答は必須ではないため、いずれにも「○」がつかない場合がある
※ 中分類「交通施策の貢献」の要旨は、紙面の都合上別紙では省略
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3.4 自由記述のとりまとめ結果 ②属性別意見有無（2/8）

３．意見募集結果

居住地主な移動手段個人属性
意見要旨小分類中分類大分類

離島
本島
北部

本島
中部

本島
南部

自家
用車

公共
交通

こども
若者

女性

○○○○○○○○
自動車利用率の高さや特定の道路への集中、信号待ち、路上駐車などに
より渋滞が発生し、時間が読めない上、人やモノの移動時間がもったいな
い

道路の混雑・
移動時間

道路の混
雑・使い
づらさ

交通の
現状

○○○○○○移動に時間がかかることで、企業の活動や労働の効率が落ち、経済的な
損失が出ていると感じる

○○○○○○○○駐車場の不足や複雑な道路構造、バスレーンの分かりづらさなどのため、
都市部で車の移動がしづらい

運転のしにく
さ

○○○○○○○○道路に凹凸がある、植栽が手入れされていない、道路標識・標示が見づら
いなど、道路の老朽化が進んでおり、運転がしづらい

○○○○○○○○公共交通の路線や運行本数が少なく、また接続が悪いため、車に頼らざ
るを得なかったり、仕事や生活に支障が出たりしている

バスやタク
シーのサービ
スの不足

公共交通

○○○○○離島に行くとバスやタクシーが少ない地域が多く不便
○○○○○○○○公共交通の定時性が低く、時間通りに移動できない

○○○○○○○○居住地分散による公共交通の輸送効率低下や、運転手不足などで、公共
交通のサービスが低下し使いづらくなっている

○○○○○○タクシーが捕まりづらかったり、距離が短いと乗車拒否されることがあり、
移動がしづらくなっている

○○○○○○○公共交通の情報や乗り方が分かりづらく、慣れるまでが不便

○○○○○○○
公共交通の利用環境（待ち環境や車内混雑、バリアフリー・キャッシュレス
対応、運転手のマナーなど）が悪く、利用に抵抗を感じたり移動を躊躇し
てしまう

公共交通の
利用環境の
悪さ

○○○○○○○○近隣の移動手段はあるが、都市間を移動するための手段が少なく、広域
的な移動がしづらい

都市間の移
動手段

○○○○○○○○歩道が少ない、街灯が少なく暗い、路面状況が悪いことなどのために歩
行者（特にこどもの通学）や自転車、電動カートが使いづらい

歩きにくさ・
自転車の利
用のしにくさ

歩行者自
転車

○○○○○○○○交通の混在やマナーの悪さなどにより事故が多く、安全面が心配なので、
移動に抵抗を感じてしまう

交通事故へ
の懸念

安全安心

○台風接近時など公共交通機関が止まってしまい、帰れなくなってしまうこ
とがある

台風接近時
の移動

※ 「主な移動手段」は「週4回以上」と回答した移動手段
※ 属性の回答は必須ではないため、いずれにも「○」がつかない場合がある
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3.4 自由記述のとりまとめ結果 ②属性別意見有無（3/8）

３．意見募集結果

居住地主な移動手段個人属性
意見要旨小分類中分類大分類

離島
本島
北部

本島
中部

本島
南部

自家
用車

公共
交通

こども
若者

女性

○○○○○○○○観光客の集中や、一部の観光客の運転の不慣れ等により、渋滞や事故の
リスクが増加している

観光客の集
中

観光交通の
現状

○○○○○○CO2排出などによる地球環境への影響が心配環境の悪化環境

○○○○○○○○公共交通を使うとなると移動の制約ができてしまうため、免許の返納が
しづらい

免許返納後
の移動手段

移動に伴
う諸課題

○○○○○○○○自家用車に依存しているため、維持費や燃料費の出費が大きい移動のための
出費 ○○○○○○○○公共交通の運賃が高く（特に乗継時）、出費や利用への抵抗が大きい

○○○○○○○○ 経済的な負担からタクシーは使いづらい

○○○○○○○○公共交通やスクールバスがないことや安全面から送迎せざるを得ず、そ
の時間がもったいない他、仕事の制約もでている

学校への送
迎

○○○○○○○○都市機能が分散しており、移動の負担が大きいスプロール化

○○○○○○○○今後ますます渋滞が悪化し、移動しづらくなったり、人命救助に影響が出
てしまうことが心配

道路混雑の
悪化

趨勢的課
題

将来の
沖縄

○○○○○○○○公共交通の利用者の減少や燃料費高騰、運転手不足により公共交通が減
少し、自分の将来や周りが移動できなくなってしまうことが心配

公共交通サー
ビスの維持が
困難 ○○○○○○○公共交通が減少することで、地方の定住者が減少してしまうことが心配

○○○○○○○インフラの維持管理が追いつかなくなり、老朽化が激しく進んでしまうこ
とが心配

インフラの老
朽化

○○○○○○○渋滞や道路の老朽化が事故の増加につながり、低所得者層の増加が治安
の悪化につながってしまうことが心配

交通事故や
治安

○○○○○○○より豊かな経済を求めて、若者や生産年齢層が県外に流出し、沖縄が高
齢化してしまうことが心配

人口減少・少
子高齢化

○○○○○○○○交通手段が確保されないことによる離島住民の減少や無人島化、国防へ
の影響が心配

○○○○○○○歩かない習慣や外出機会の減少、医療サービスの低下により、県民の健
康が悪くなってしまうことが心配

県民の健康
状態の悪化

○○○○○○○○移動効率が悪いことで経済発展を阻害したり、所得が減少することが心
配

経済活動や
所得水準の
低下 ○○○○○○○○移動効率が悪いことで観光消費額が落ち、県内の観光業が縮小してしま

うことが心配

○○○○○○県外資本が増加し、沖縄の企業の経営状況が悪くなってしまうことが心
配

※ 「主な移動手段」は「週4回以上」と回答した移動手段
※ 属性の回答は必須ではないため、いずれにも「○」がつかない場合がある
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3.4 自由記述のとりまとめ結果 ②属性別意見有無（4/8）

３．意見募集結果

居住地主な移動手段個人属性
意見要旨小分類中分類大分類

離島
本島
北部

本島
中部

本島
南部

自家
用車

公共
交通

こども
若者

女性

○○○○○○○○CO2排出により環境への負担が増加することが心配環境の悪化趨勢的課
題

将来の
沖縄 ○自動車依存が続き、廃車処分に伴う環境負荷が増加することが心配

○○○○○○○交通整備が無秩序な開発や自然環境の破壊を助長するのではないか心
配

○○○○○○○人口減少により、車利用が減少し、渋滞や事故などの課題は自然と解決
するのではないか

人口減少・少
子高齢化

社会情勢
の変化

○○○○○○○公共交通が減少し、自家用車の利用や都市部への集中がさらに加速して
交通渋滞などの諸問題が悪化することが心配

○○○○○○○○急激な人口減少と公共交通・物流サービス低下の負のスパイラルにより、
生活の質の低下や地方の衰退、治安の悪化につながることが心配

○○○○○○○○高齢化が進み、高齢者の事故が増加してしまうことが心配

○○○○○○多疾患併存など高齢者の健康が悪化し、外出が減少、まちの活力が低下
していくことが心配

○○○○○○○○LRTや自動運転、小型モビリティなどの新しい交通の導入により、却って
渋滞や事故が増加したり、利便性が下がることが心配

デジタル・自
動運転・新し
いモビリティ
サービス

○○環境に優しいクルマの導入が義務化され、レンタカー業が圧迫されること
が心配

○○○○○移動負担の削減のため、リモートワークやリモート授業が普及することを
期待

○○○○○○○○デジタル化・モビリティ技術の進展により、自動運転やライドシェアなど効
率的な新たな移動手段が提供されることを期待

○○○○○○AIや量子コンピュータ等により雇用形態が変わったり、雇用が減少する
ことが心配

○○○○○○○○観光客急増による、交通混雑や、公共交通でのトラブル、交通事故の多発、
治安の悪化、県民に必要な施設の減少が心配

移住やオー
バーツーリズ
ム ○○○○○○インバウンド観光客や外国からの移住者の増加により、第二言語への対

応が求められ、公共交通の担い手の負担や不足につながることが心配

○○○インバウンド観光客増加により日本人観光客が減少し、世界情勢による
影響を受けやすくなることが心配

○○○○○○外国等からの移住者が増加し、交通事故などのトラブルにつながること
が心配

○○○○○体験することの付加価値の増加や、移動コストの削減などにより、ますま
す移動する人が増えて混雑してしまうことが心配

交通需要の
増加

※ 「主な移動手段」は「週4回以上」と回答した移動手段
※ 属性の回答は必須ではないため、いずれにも「○」がつかない場合がある
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3.4 自由記述のとりまとめ結果 ②属性別意見有無（5/8）

３．意見募集結果

居住地主な移動手段個人属性
意見要旨小分類中分類大分類

離島
本島
北部

本島
中部

本島
南部

自家
用車

公共
交通

こども
若者

女性

○○○○○○○○ガソリン代や公共交通の料金高騰やEV車導入義務化などにより、出かけ
づらくなったり、経済格差や貧困層が拡大してしまうことが心配

エネルギー価
格・物価変動

社会情勢
の変化

将来の
沖縄

○○○○○○○○都市部の人口の急増や地価の高騰により、都市部に住めなくなってしま
うことが心配

都市構造

○○○○○○○基地の返還による都市の変化も見据える必要があるのではないか

○○○○○○○地球温暖化による気候変動によって災害が激甚化し、災害時の交通手段
がなくなってしまうことが心配

気候変動

○○○○○近隣諸国との有事の際の生活が心配
国際紛争へ
の懸念

○○○○○○○○遊びや買い物、飲みに出かけるなど、家族や友人と共に過ごすことを大
切にしたい

家族・友人と
の時間

個人の活
動に関す
る意見

目指す
将来像

○○○○○○○○こどもたちが遠くても通いたい学校に通え、学校の友達と交流を深め、
のびのびと生きられることを大切にしたい

こども・若者
の移動

○○○○○○○○スポーツや習い事、芸術鑑賞、興行、ボランティア活動などの余暇活動に
自由に行けることを大切にしたい

余暇・娯楽

○○○○○○○○図書館や博物館などで新しいことを知る、学びの機会を大切にしたい
○○○○○○○○自然にふれあうことを大切にしたい

○○○○○○○○高齢者やこども・若者、女性、障害者、外国人も含めて、日常生活で気軽
に、不自由なく移動できることを大切にしたい

多様性のある
社会

○○○○○○○○様々な人が、自分らしく、生きがいを持って生きられることを大切にした
い

○○○○○子育てしやすく、また、仕事と両立できることを大切にしたい
子育て世代
の移動

○○○○○○○○車を運転できない人・歩いている人がかっこ悪いと思われない価値観や、
免許がなくとも就職で不利にならないことを大切にしたい

免許不保持
者の移動

○○○○○○県民が沖縄の魅力や個性に関心を持ち、よりよい沖縄に変えていけるこ
とを大切にしたい

新たな文化地域の活
性化

○○○○○○○○離島や地方を含む沖縄全体が経済格差なく成長し、所得が拡大していく
ことを大切にしたい

経済振興や
格差是正

○○○○○○自立した沖縄（地元の人が地元のために働いて暮らせる、食の安全保障
など）を大切にしたい

地域の自立
性

○○○○○○○○観光客と共存し、沖縄の観光が発展していくことを大切にしたい
観光の発展と
共存

※ 「主な移動手段」は「週4回以上」と回答した移動手段
※ 属性の回答は必須ではないため、いずれにも「○」がつかない場合がある
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3.4 自由記述のとりまとめ結果 ②属性別意見有無（6/8）

３．意見募集結果

居住地主な移動手段個人属性
意見要旨小分類中分類大分類

離島
本島
北部

本島
中部

本島
南部

自家
用車

公共
交通

こども
若者

女性

○○○○○○○○病院や買い物などの必要な施設に確実に、経済的負担が少なく行けるこ
とを大切にしたい

日常生活で
の移動

安全・安
心・健康
の実現

目指す
将来像

○○○○○○決まった時間に効率的に行動でき、自分のリズムで移動・生活できること
を大切にしたい

○○○○○○○○事故や事件がなく、安全・安心に生きられることを大切にしたいまちの安全

○○○○○○○明るいまちの雰囲気を大切にしたい
○○○○○○○○日常生活で身体を動かし、健康で、長生きすることを大切にしたい県民の健康

○○○○○○○○地域の住民同士での交流や助け合いを大切にしたい

○○○○○○○今住んでいる地域に住み続けられることを大切にしたい
地域コミュニ
ティ

○○それぞれの人が自分の好きな移動手段を選べることを大切にしたい
多様性のある
社会

将来世代
に残した
いもの ○○○○○○○○沖縄の歴史や、緩やかな時間や各地域特有の文化、平和を尊重する心を

大切にしたい

歴史文化の
尊重

○○○○○○○○沖縄の自然環境を大切にしたい
自然環境の
維持

○○○○○○○地球環境を大切にしたい
地球環境の
維持

○○○○○○○○バスが減っている地域や、地方や離島の住民（特に高齢者・女性・障がい
者）、車がない世帯の意見を聴いてほしい

意見聴取の
対象

コミュニ
ケーショ
ン

ビジョン
検討の
進め方 ○○○○○○○○学校やSNSを通じて意見を集めるなど、若い人や教員の意見を聴いてほ

しい
○○○○○○子育て世代の意見を聞いてほしい

○○○○○現役世代や経済界の意見を聴いてほしい
○○○○○通勤に車を使わざるを得ない人の意見も聴いてほしい
○○貧困層の意見を聞いてほしい

○○○○○県外から訪れる人の意見を聴いてほしい

○○○○○○○意見の投稿にインセンティブ（謝礼）があったり、他の沖縄県の取組と連
携した方が意見が集まるのではないか

意見収集

○○○○○○○○回答を必須にする、郵便受けにチラシを投函する、新たなアイデアを出し
やすい場を設けるなどして、様々な意見やアイデアを集めてほしい

※ 「主な移動手段」は「週4回以上」と回答した移動手段
※ 属性の回答は必須ではないため、いずれにも「○」がつかない場合がある
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3.4 自由記述のとりまとめ結果 ②属性別意見有無（7/8）

３．意見募集結果

居住地主な移動手段個人属性
意見要旨小分類中分類大分類

離島
本島
北部

本島
中部

本島
南部

自家
用車

公共
交通

こども
若者

女性

○○○○○○○○SNSで意見を募集する、公共施設に意見箱を設置する、匿名で意見を集
めるなど、県民が気軽かつ好きなタイミングで意見を投稿できるとよい

意見収集コミュニ
ケーショ
ン

ビジョン
検討の
進め方 ○○○○○○○○平日夜や週末を含め、行政や議員とリアルタイムに意見交換できる場や、

県民同士の声を聴ける場を設けてほしい

対話

○○○○○○○○引き続きオープンハウスのようなかたちで直接対話できるとよく、駅や
バス停、居酒屋や老人会等で意見を聴くことも考えられるのではないか

○○○○オープンハウスは「沖縄県」が実施していることを強調した方が、警戒さ
れないのでよい

○○○○意見を踏まえてどのような検討をしているのか分かりやすく、こまめに情
報発信してほしい

広報

○○○○○○○○マスメディアや公共施設、免許センターでの広報、引き続きのオープンハ
ウス開催などを通じ、幅広く広報・情報提供してほしい

○○○○○○○○引き続きオープンハウスのようなかたちで直接対話できるとよく、駅や
バス停、居酒屋や老人会等で意見を聴くことも考えられるのではないか

○○○○○○○県民を巻き込んだ大規模なイベントやお祭りを実施したり、既存のものと
連携してはどうか

○○○米軍関係者など、交通を使う多様な関係者に周知・広報してほしい

○○○○○○○回答が難しい質問もあるため、一般県民が答えやすいシンプルなものに
してほしい

設問内容

○○○○○○意見がきちんと反映されるのか不安反映意見の
反映 ○少数派の意見や少数派の良い点も汲んで欲しい

○○○○○○○寄せられた県民の意見を真摯に受け止め、対応してほしい受け止め

○○○多くの県民は鉄軌道を利用したことがないなどの回答者の特性を踏まえ
て検討してほしい

○○○○○○○○公共交通の主要路線のサービスを向上させ、それとパークアンドライドを
組み合わせるなど、役割分担ができるとよい

複数案複数案・
比較評価

○○○○○車を減らす、混雑ピークをずらすための施策が考えらえるとよい

○○○○○○○民間が輸送サービスを提供できない地域では、行政がオンデマンド交通
などを運行する、民間の送迎と組み合わせるなどできるとよい

※ 「主な移動手段」は「週4回以上」と回答した移動手段
※ 属性の回答は必須ではないため、いずれにも「○」がつかない場合がある
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3.4 自由記述のとりまとめ結果 ②属性別意見有無（8/8）

３．意見募集結果

居住地主な移動手段個人属性
意見要旨小分類中分類大分類

離島
本島
北部

本島
中部

本島
南部

自家
用車

公共
交通

こども
若者

女性

○○○○○○先進事例を基に策を検討してほしい複数案複数案・
比較評価

ビジョン
検討の
進め方

○○○○○○○○自動車に依存しない交通体系が実現できるとよい
○○○○○○○○観光客が乗りたいと思う、魅力ある交通手段が実現できるとよい

○○○○○○○税金が無駄にならないよう、持続可能かつ費用対効果が高い施策が選ば
れるとよい

比較評価

○○○○○○○責任と科学的根拠があるとともに、効果のある施策を推進してほしい

○○○○○○○公共交通単体では採算性が確保できないことを前提に、交通の役割を検
討してほしい

○○○○○○○○多様な視点を踏まえて検討を進めてほしい

○○○○○○県の上層部や有識者が一方的に決めるのではなく、様々な人が議論に加
わり、公正に決めてほしい

決め方決め方

○○○○○○各種都市政策と連携し、都市全体として検討を進めてほしい他計画との
連携

計画の
位置づけ ○○○○○航空や船舶等の交通も重要であるため、どこで議論するのかを明確にし

てほしい

○○○○○○○○これまでの計画の進捗を明確にするとともに、本ビジョンについても目
標時期や進捗を明らかにしてほしい

実効性

○○八方美人的なビジョンではなく、実効性のあるビジョンとしてほしい
○○地域や業界横断となって進められるビジョンとしてほしい

○○○○○○○○早期にかつ着実に課題解決ができるように進めてほしいスケジュール体制・ス
ケジュー
ル

○○○○○○市町村と連携しながら、県がリーダーシップをとって進めてほしい
体制

○○○○○○○公共交通機関において、さまざまな電子決済サービスが利用できるよう
にしてほしい

公共交通個別施策
に関する
意見

その他

○○○○○運転見合わせ時の情報提供が遅いと感じる

○○○○○○○○モノレールの延伸・車両の増備や拠点を結ぶ公共交通（鉄軌道など）の整
備を期待している

○○○公共交通に関する意見を送る先を教えてほしい
○○沖縄本島ツインゲートウェイ構想を進めてほしいその他の施策

○○○○○○交通以外の電気・水道・ガス・通信・治水のインフラに力を入れてほしい
誹謗中傷等その他

※ 「主な移動手段」は「週4回以上」と回答した移動手段
※ 属性の回答は必須ではないため、いずれにも「○」がつかない場合がある
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意見募集の結果、離島住民やこども・若者からも意見を集めることができた。

一方で、離島は地域が限られるとともに、こども・若者は記述式の回答が少なかったため、今後コ

ミュニケーションを活発化させる必要がある。

【参考】離島住民やこども・若者、女性からの意見

３．意見募集結果

比較的意見が多かった意見要旨回答者数

• タクシーが捕まりづらかったり、距離が短いと乗車拒否されることがあり、移
動がしづらくなっている

• 交通手段が確保されないことによる離島住民の減少や無人島化、国防への影
響が心配

• 離島や地方を含む沖縄全体が経済格差なく成長し、所得が拡大していくこと
を大切にしたい

• バスが減っている地域や、地方や離島の住民（特に高齢者・女性・障がい者）、
車がない世帯の意見を聴いてほしい

85名※

（居住地記入者のみ）
離島住民

• 学校やSNSを通じて意見を集めるなど、若い人や教員の意見を聴いてほしい
• 図書館や博物館などで新しいことを知る、学びの機会を大切にしたい
• スポーツや習い事、芸術鑑賞、興行、ボランティア活動などの余暇活動に自由

に行けることを大切にしたい

181名
（こども・若者モニター＋
年齢記入者のうち20代以下）

こども・若者

• 公共交通やスクールバスがないことや安全面から送迎せざるを得ず、その時
間がもったいない他、仕事の制約もでている

• 病院や買い物などの必要な施設に確実に、経済的負担が少なく行けることを
大切にしたい

• 地域の住民同士での交流や助け合いを大切にしたい

550名
（性別記入者のみ）

女性

※離島：宮古島市、石垣市、渡嘉敷島、竹富町


